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除塩転換畑における大豆栽培に対する転炉スラグの影響

本田修三・佐藤一良 ・熊谷千冬・鈴木 剛・阿部倫則*

(宮城県古川農業試験場・ 宮城県農業・園芸総合研究所)*

Effect of the Converter Furnace Slag on Soy Cultivation in Upland Field Converted from Paddy Field

where Desalted Paddy

Shuzo HONDA, Kazuyoshi SATO , Chifuyu KUMAGAI, Tsuyoshi SUZUKI and Tomonori ABE*

(Miyagi Prefectural Furukawa Agricultural Experiment Station・

Miyagi Prefectural Agriculture and Horticulture Research Center)*

1 は じ め に

宮城県では、東日本大震災で津波による浸水をう

けた農地の除塩が進められているが、除塩後のほ場

では、海水由来のNaの残留や交換性Caの減少等の塩

基バランスの偏りが懸念されている。一方、製鉄過

程の副産物である転炉スラグは石灰や苦土を含み、

土壌の化学性の改善効果が期待できる資材 である1)

が、本県において除塩転換畑での利用はされてきて

いない。本研究では、石灰質資材である転炉スラグ

の施用が海水の浸水を受けた土壌の化学性および大

豆栽培に与える影響を検討した。

2 試 験 方 法

(1)耕種概要

試験は2012年に宮城県古川農業試験場内の5aほ場

2筆で行った。供試ほ場は前作まで水稲を連作して

いた灰色低地土である。試験開始前の作土（地表0

～15cm）の土壌pHは5.6で、「みやぎの麦類・大豆

栽培技術指導指針」の大豆栽培の目標値（以下「目

標値」という。）より低かった。またECは0.006mS/

cm、Ca飽和度は30.8%、Na飽和度は3.2%であった。

ほ場への海水処理は、1回あたり1～2t程度ずつ海

水の散布と耕起を繰り返し、合計で10aあたり9tの

海水を処理した。その後かんがい水で湛水深10cm程

度の湛水と排水を2回行い除塩を行った。除塩後のE

Cは0.24mS/cmで大豆の栽培に問題ない値であった。

海水処理前と比較し、pHは5.2と低下し、Ca飽和度

は31.8%と変化がなく、Na飽和度は9.8%と上昇した。

試験区は、転炉スラグ（アルカリ分50%、く溶性

苦土4%）施用区として100kg/10a、300kg/10a、1000

kg/10a施用したスラグ100、スラグ300、スラグ1000

区を設け、対照区として苦土石灰（アルカリ分55%、

可溶性苦土15%）100kg/10a施用した苦土石灰100区

と石灰質資材無施用の無施用区を設け、各区3反復

で行った。

石灰質資材を施用(6月4日)し、化成肥料(N-P O -2 5

K O:5-15-20)を窒素成分で2kg/10a施用(6月14日)し2

た。品種は「タンレイ」、6月15日に条間75cm、株

間20cm、2粒/株の設定で行った。

3 試験結果及び考察

(1)土壌pHの推移

土壌pHは無施用区では5.5前後で推移し、石灰質

資材を施用した区（スラグ100、スラグ300、スラグ

1000、苦土石灰100）では、いずれも無施用区より

高く推移した(図1)。特に、スラグ1000区では目標

値であるpH6.0～6.5に改善した。

(2)土壌塩基飽和度

Ca飽和度は、播種時及び作付後ともに、スラグ10

00区が52.5%で、他区より有意に高く、目標値の45

～60%まで改善された。さらに、スラグ1000区及び3

00区では作付後までCa飽和度が高く持続される傾向

がみられた(表1)。

Na飽和度は、各区とも作付後に低下する傾向であ

ったが、各処理による差は見られなかった(表1)。
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